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まちづくり月間関連四行事受賞者等について 

 

 

 

(1) まち交大賞 

 

(2) まちづくり標語懸賞募集 

 

(3) 住まいのまちなみコンクール 

 

(4) まちの活性化・都市デザイン競技 

 

 



 

 

第 3 回まち交大賞 
 

１．まち交大賞について 

まち交大賞は、都市再生整備計画において①まちづくりを推進するための優れたテーマの設

定、②提案事業を活用した画期的なまちづくりのアイデア、③住民の意向の反映や参加の誘導

などの計画策定のプロセスの３つの観点から、優良な計画が策定された地区を対象として表彰

し、関係者の栄誉をたたえるとともに、受賞地区の事例を全国に幅広く紹介することで、今後

まちづくり交付金を活用したまちづくりが一層推進することを目的として実施するものです。 

 

２．主催・後援 

主 催 : まちづくり交付金情報交流協議会 ・（財）都市みらい推進機構 

後 援 : 国土交通省 

 

３．事業実施経緯 

各地方整備局等における代表地区の選出を行う地方大会を実施し、地方大会の代表地区から

全国の大賞受賞地区を選定する全国大会を実施する。 

 

 【候補地区】平成 16、17、18、19 年度まちづくり交付金採択地区（第 1 回、第 2 回まち交大賞

受賞地区及び完了地区は除く） 

 【地方大会】募   集  ： 平成 19 年 11 月～ 

       地方審査会  ： 平成 20 年 2 月～3 月 

       地方大会表彰 ： 平成 20 年 2 月～3 月（各地方まちづくりシンポジウム） 

 【全国大会】全国審査会  ： 平成 20 年 4 月 17 日 

       全国大会表彰 ： 平成 20 年 6 月（まちづくり月間期間内）等 

 

４．審査委員 

委員長  高橋 洋二   日本大学総合科学研究所教授 

委 員  浅田 義久   日本大学経済学部教授 

今井 晴彦    ㈱アルメック技術顧問 

西郷真理子   ㈱まちづくりカンパニー・シープネットワーク代表取締役 

望月 明彦   国土交通省都市・地域整備局まちづくり推進課都市総合事業推進室長 

      伊藤 明子   国土交通省住宅局市街地建築課市街地住宅整備室長 

佐々木 健    (財)都市みらい推進機構専務理事 

梅岡伸一郎   まちづくり交付金情報交流協議会企画運営委員会委員長



 

 

まち交大賞 審査結果 

 

【総 合 賞】 

賞 地 区 名 受 賞 者 地方大会 

計画大賞 

（国土交通大臣賞） 
松山市中心地区 愛媛県松山市 四国 

創意工夫大賞 

（まちづくり交付金情報 

交流協議会会長賞） 

白峰地区 石川県白山市 北陸 

創意工夫大賞 

（都市みらい推進機構 

理事長賞） 

舞鶴東地区 京都府舞鶴市 近畿 

 

【部 門 賞】 

賞 地 区 名 受 賞 者 地方大会 

北部健康地区 愛知県尾張旭市 中部 

玄武洞・コウノトリの郷公園地区 兵庫県豊岡市 近畿 テーマ賞 

稲むらの火整備地区 和歌山県広川町 近畿 

野沢・中込地区 長野県佐久市 関東 
アイデア賞 

府中地区 広島県府中市 中国 

梼原地区 高知県梼原町 四国 

文学の小径地区 群馬県渋川市 関東 プロセス賞 

大寺・本寺地区 福島県磐梯町 東北 

 



 

 

第 25回 まちづくり標語懸賞募集 

 

１．まちづくり標語懸賞募集について 

 まちづくり標語懸賞募集は、まちの主人公である住民自身と自治体が共同しながら愛着と誇りのもてる「わがま

ち」をつくっていくための合言葉を募るもので、平成19年度は4,284通（一般の部 2,720通、児童・生徒の部1,

564通）の応募がありました。 

 

２．第２５回まちづくり標語募集の課題 

「地域が担うまちづくり・まちおこし」 

 まちづくりのキーポイントとなるのは「人」であり、熱心な方々がどれだけ積極的に参画するかにより、その

成功は左右されます。地方公共団体、地域の住民、地権者、民間事業者、まちづくりの専門家等、地域のまちづ

くりの担い手がそれぞれの立場から参画し、ハード・ソフトの両面から、まちづくりやまちおこしに資する地域

活動に努めることが、地域の活性化つながります。また、国はそういった取組みを支援する必要があります。そ

のため、まちづくりの担い手を育成し、こうしたまちづくりの担い手による地域住民等の発意によるまちづくり・

まちおこしを推進するため、今回は「地域が担うまちづくり・まちおこし」をテーマに合い言葉を募集します。 

 

３．主催等 

  主  催 ： まちづくり月間実行委員会 

  後  援 ： 国 土 交 通 省 

 

４．スケジュール 

  募  集 ： 平成19年7月1日～平成19年12月31日 

  選  考 ： 平成20年3月28日（金） 

  表  彰 ： 平成20年6月（まちづくり月間期間内） 

 

５．審査委員 

  委員長    幸田 シャーミン（国際連合広報センター所長） 

    委 員        藤本 昌也     （建築家） 

福田 正博     （コピーライター） 

石井 喜三郎  （国土交通大臣官房審議官（都市・地域整備局担当）） 

小川 富由    （国土交通大臣官房審議官（住宅局担当）） 

荻原 達朗   （（財）都市計画協会 専務理事） 



 

 

【審査結果】 

 

 

一般の部     

賞 作    品 作者氏名 住 所 

特 選 「住みたい」を 地域でつくる まちづくり 昼田 正 山口県岩国市 

準特選 地域発 ハートでアートな まち創造 村田 千賀子 東京都新宿区 

もったいない 生かそう 地域の底力 梶原 聖 福岡県福岡市 

地域力 あつめてひらく まち未来 門木 隆明 滋賀県大津市 入 選 

まちづくり 地域の熱意が エネルギー 南 英市 
滋賀県 

近江八幡市 

 

 

児童・生徒の部 

賞 作    品 作者氏名 住 所 

特 選 まちおこし 地域の和と輪の みせどころ 坂井 百合奈  新潟県新潟市 

準特選 このまちを 担う僕らが 変えてゆこう 小濵 祐紀 東京都江東区 

全員参加 連携プレーが 冴えるまち 尾茂谷 滉 石川県加賀市 

このまちを みんなではこぼう 未来へと 渡邉 真澄 東京都江東区 入  選 

まちづくり 未来へ続く 大仕事  福井 雄大 富山県砺波市 

 



 

 

第３回 住まいのまちなみコンクール 
 

１． 住まいのまちなみコンクールについて 

身近な住環境は地域の方々によって維持管理され、安全、清掃、緑化、まちなみなどが保たれています。このよ

うなコミュニティ活動が活性化していることは喜ばしいことですが、一方では敷地の細分化による密集化の進行、

緑の減少など環境の悪化も見受けられます。今後、ますます住民や住民組織による維持管理活動の進展が望まれて

います。このような状況を踏まえ、維持管理活動に実績を挙げている住民組織をまちづくりのモデルとして表彰し、

支援するものです。 

 

２． 主催・後援 

[主  催]  まちづくり月間実行委員会、（財）住宅生産振興財団 

[後  援]  国土交通省、独立行政法人住宅金融支援機構、独立行政法人都市再生機構、（社）住宅生産団体連

合会、（社）日本建築士会連合会、（社）日本建築士事務所協会連合会、（財）ハウジングアンド

コミュニティ財団 

 

３． 事業実施経緯 

[応募期間]  平成19年7月1日～平成19年9月30日 

[審  査]  第1回 平成19年10月17日    第2回 平成19年12月5日 

[審査委員] 

委 員 長    藤本 昌也  （建築家/社団法人日本建築士会連合会副会長） 

委  員    上山 良子  （ランドスケープアーキテクト/長岡造形大学名誉教授） 

小川 富由  （国土交通省大臣官房審議官） 

齊木 崇人  （神戸芸術工科大学 副学長） 

竹内 直文  （国土交通省大臣官房技術審議官） 

森  まゆみ （作家・エッセイスト） 

森野 美徳  （都市ジャーナリスト）       （五十音順/敬称略） 

[発  表]  平成19年12月 

[表  彰]  平成20年6月（まちづくり月間期間内） 

 

４．審査結果 

○国土交通大臣賞（１団体） 

団体名：団地管理組合法人諏訪野会 

地区名：諏訪野（福島県伊達市） 

○住まいのまちなみ優秀賞（１団体） 

団体名：茨城県建築士会桜川支部 

地区名：桜川市真壁町（茨城県桜川市） 

○住まいのまちなみ賞（３団体） 

①団体名：オナーズヒル奈良青山団地管理組合法人 

地区名：オナーズヒル奈良青山（奈良県奈良市） 

②団体名：新海浜自治会 

地区名：新海浜（滋賀県彦根市） 

③団体名：新千里南町3丁目住宅自治会 

地区名：新千里南町3丁目（大阪府豊中市） 



 

 

国土交通大臣賞 作品 

 

団体名：団地管理組合法人諏訪野会 

地区名：諏訪野（福島県伊達市） 

 



 

 

第 10回 まちの活性化・都市デザイン競技 
 
１．主    旨 

これからのまちづくりにおいては、そこに生活し活動していることの豊かさが実感でき、誇りのもてる優れた景観を

備えた環境整備が重要です。現代の活動にふさわしい新たな都市景観の形成には、まちの歴史や環境に配慮しながら、

その都市固有の品格を備え洗練された表現と演出が求められ、その魅力が都市に活力を呼び戻し、新たな賑わいを伴っ

て、まち全体が活性化していくことが期待されます。こうしたまちづくりの基本的課題を踏まえ、本「まちの活性化・

都市デザイン競技」は、地域にふさわしい整備構想とまちのデザインについての提案を広く一般から募り、まちづくり

に対する国民の関心を高めるとともに、活力ある美しい景観を備えたまちづくりの実現に寄与することを目的に平成10

年度より毎年実施しているものです。 

 

２．主催・後援 

  (1) 主  催 ： まちづくり月間実行委員会、(財)都市づくりパブリックデザインセンター 

  (2) 後  援 ： 国土交通省、埼玉県、春日部市 

 

３．事業実施経緯 

 (1) 応募登録期間 ： 平成19年10月 1日（月）～11月16日（金） 

 (2) 作品提出期間 ： 平成20年 2月18日（月）～ 2月29日（金） 

 (3) 審    査 ： 平成20年 4月 4日（金） 

 (4) 表    彰 ： 平成20年 6月（まちづくり月間期間内） 

 

４．審査委員 

 ○委 員 長 ： 西 村 幸 夫（東京大学教授） 

 ○委  員 ： 石 川 幹 子（東京大学教授） 

加 藤      源（都市プランナー） 

岸 井 隆 幸（日本大学教授） 

北 山 孝 雄（総合プロデューサー） 

藤 本 昌 也（建築家） 

森 野 美 徳（都市ジャーナリスト） 

松  田  秀  夫（国土交通省都市・地域整備局市街地整備課長） 

松  岡   進（埼玉県都市整備部長） 

間仁田  幸 雄（共栄大学教授） 

石  山  良  三（春日部市長）                (順不同) 

 

５．競技課題 

課題地区は全国から公募し、埼玉県の「春日部市中心市街地」(約87 ha)を選定。当該地区について「街なかに春

日部市民や来街者の多彩な交流を演出する『劇場都市かすかべ』を創る」をテーマに、質の高い空間、活力ある拠

点形成、美しいまちなみ形成のためのアイデアとデザインについて、様々な発想に基づく提案を求める。 

 

６．審査結果 

○国土交通大臣賞（１点） 

川崎 泰之 他12名 （大成建設㈱ 設計本部） 

○まちづくり月間実行委員会会長賞（１点） 

川岸 梅和 他３名 （日本大学生産工学部建築工学科） 

○（財）都市づくりパブリックデザインセンター会長賞（1点） 

内山 隆史 他２名 （(株)日建設計） 

○奨励賞（２点） 

爲房 伸二 他９名 （東急建設(株) 建築設計部） 

三島 由樹 他1名 （ランドスケープアーキテクト） 

○春日部市長特別賞（金賞） 

小林 正美 他７名 （明治大学理工学部建築学科） 

○春日部市長特別賞（銀賞） 

原 敏彦 他２名 （鹿島建設(株) 関東支店東部営業所ほか） 



 

 

 

 

国土交通大臣賞 作品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

川崎 泰之 他12名 （大成建設㈱ 設計本部） 

 

課題地区 埼玉県「春日部市中心市街地」(約87 ha) 

 


